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表紙─瓢湖と白鳥
瓢湖は、新潟県阿賀野市水原地区にある人造湖である。江戸時代に農業用水池とし
て築造された。瓢箪の形に似ており、瓢湖と呼ばれる。昭和25年にオオハクチョウが
初飛来し、その後餌付けがなされた。昭和46年には文化庁の補助事業として、瓢湖水
きん公園計画が出され整備が開始され、総面積30ヘクタールにも広がり、平成20年に
ラムサール条約の湿地に登録された。冬の白鳥、春の桜、夏のアヤメやハスと水上大
花火大会など、１年を通して瓢湖周囲を散策する人も多く、地域の憩いの場となって
いる。
裏表紙─水原代官所
1746年、江戸幕府直轄領（天領）として、水原城館跡に代官所が設置され、1868年の
幕末まで22代、123年間続いた。支配高は６～10万石であった。病院のある新潟県阿賀
野市水原は、新潟県政発祥の地として歴史的にも重要な場所であった。

写真提供：新潟県阿賀野市、文：藤森勝也（あがの市民病院長）
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